
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈資料１〉

75 67

0 -8

50 45

0 -5

83 74

0 -9

35 31

0 -4

82 73

0 -9

107 96

0 -11

62 50

0 -12

494 436

0 -58

35 0

0 -35

６７
＋非組５

8 永楽交通㈱ H21.5.29廃業 -100.0%

個
　
人

個人タクシー事業者
（組合加盟・７４事業者）
＊非組合員の申請は無し

①禁煙車の導入
②アイドリングストップ運動の推進
③車両費用等の削減
④タクシー乗り場及び周辺における美化の促進

―

1 金星釧路ハイヤー㈱
①アイドリングストップ運動の推進
②タクシーサービスに関するモニター調査の実施 -10.7%

-11.0%

4 まりも交通㈱ ＧＰＳ-AVMシステムの導入による効率的配車 -11.4%

5 ㈱小鳩自動車工業 エコドライブの推進

3 釧路交通㈱
①エコドライブの推進
②アイドリングストップ運動の推進

　 平成24年1月31日現在

事業者名
完了後車両数
平成２４年
３月３１日

完了後の
減車率

特定事業計画取組状況と事業再構築の進捗状況

認定特定事業計画内容
基準車両数

平成２０年
７月１１日

-11.7%

2 釧路日交タクシー㈱ エコドライブの推進 -10.0%

-10.8%

-19.4%

6 第一共栄交通㈱
①福祉タクシーの運行
②低公害車（EV・HV）の導入促進
③アイドリングストップ運動の推進

-10.3%

7 釧路北交ハイヤー㈱ 自社WEBサイトの開設
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618
599

494

457

436
440

460

480

500

520

540

560

580

600

620

640

台
数

保有車両数の推移（釧路交通圏・法人）

平成２０年７月１１日においては、

基準車両数５２９両。

その後、永楽交通㈱が事業を廃止し

３５両を減車。

釧路交通圏においては、５２９－３５＝４９４両が

あらためて基準車両数とされた。

到達
436

300

320

340

360

380

400

420

440

平成元年度末

（バブル期）

平成１３年度末

（規制緩和前夜）

基準車両数 平成２２年度末 平成２３年度末

地域計画における「適正と考えられる車両数」の範囲

332両～443両
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5349
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1031
858
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4841

377

839

757
411

800

1600

3200

6400

保有車両数の推移（全道特定地域・法人）

基準車両数 平成２３年度末車両数（減車終了後）

「適正と考えられる車両数」の範囲

７６３

６３６

７８０

６６９

４５８１

３４３５

到達

313

191

377
280

171

50

100

200

400

札幌交通圏 小樽市 函館交通圏 旭川交通圏 苫小牧交通圏 帯広交通圏 北見交通圏

１６４

１５５

４０２

３０１

２７０

２４５

３３７

２９７
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438

326

481

300 

400 

500 

釧路交通圏における運転手年齢構成推移

平成２１年１２月末現在

法人運転手～１，０２３人

平成２４年１月末現在

法人運転手～９６０人

0 
34

110

30
2 

27

105

19
0 

100 

200 

２１歳～３０歳 ３１歳～４０歳 ４１歳～５０歳 ５１歳～６０歳 ６１歳～７０歳 ７１歳～８０歳
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25,000
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輸
送
人日

釧路交通圏の法人タクシー日車営収等の推移
日車営収（円） 輸送人員（万人） 車両数（両）
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21,014

20,360

21,160
20,608

19,890
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19,838

20,374
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釧路交通圏の法人タクシー車両数等の推移
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全道特定地域の法人タクシー日車営収等の推移
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札幌交通圏 日車営収（円） 輸送人員（万人）

車両数（両）
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小樽市 日車営収（円） 輸送人員（万人）

車両数（両）
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函館交通圏 日車営収（円） 輸送人員（万人）

車両数（両）
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苫小牧交通圏
日車営収（円） 輸送人員（万人）

車両数（両）
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全道特定地域の法人タクシー日車営収等の推移
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帯広交通圏
日車営収（円） 輸送人員（万人）

車両数（両）
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230
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21000
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日
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北見交通圏
日車営収（円） 輸送人員（万人）

車両数（両）

700

750

800

850

900

17000

18000

19000

20000

21000

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度

輸
送
人
員
・
車
両
数

日
車
営
収

旭川交通圏
日車営収（円） 輸送人員（万人）

車両数（両）
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実
車
キ
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釧路交通圏の法人タクシー

実働日車当たり実車キロの推移

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

40.0 

45.0 

50.0 

55.0 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

ロ
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¥20,000

¥22,000

¥24,000

¥26,000

¥28,000

営
業
収

釧路交通圏の法人タクシー

実働日車当たり営業収入の推移

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

¥10,000

¥12,000

¥14,000

¥16,000

¥18,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

入
（
円
）
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27.0 

29.0 

31.0 

33.0 

35.0 

37.0 

釧路交通圏の法人タクシー

実働日車当たり運送回数・輸送人員の推移

平成２１年度運送回数 平成２２年度運送回数 平成２３年度運送回数

平成２１年度輸送人員 平成２２年度輸送人員 平成２３年度輸送人員

運送回数（回）

15.0 

17.0 

19.0 

21.0 

23.0 

25.0 

27.0 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

輸送人員（人）
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支局名 ＥＶタクシー ＨＶタクシー
管内車両数

（タクシー車両数のみ）
H23.11.30

札幌 10 214 7702

函館 0 18 1058

旭川 0 6 1416

室蘭 0 7 805

釧路 0 23 651

帯広 1 32 588

北見 0 10 431

合計 11 310 12651

ＥＶ・ＨＶタクシーの導入状況（平成２４年１月１３日現在）

＊各運輸支局が把握できた範囲での数値



〈資料１２〉

　 ドライブレコーダー デジタルタコグラフ AVM

123台 295台 227台

AVM
・人工衛星（ＧＰＳ）を利用し、タクシー車両の走行位置を随時把握するシステム。
車両の存在場所を即座に特定することが可能。
・このため、利用者の呼出位置に最も近い車両を配車することが可能。適確で効
率的な配車が可能であり、また配車作業が簡素化される。

釧路交通圏における安全・運転支援装備の導入状況（平成２４年１月３１日現在）

釧路交通圏
法人タクシー４４６台
個人タクシー７２台
合計５１８台

ドライブレコーダー
・車載カメラにより車両の内外の状況を記録する装置。
・事故を始め、「ヒヤリとした、ハッとした」というヒヤリハットの状況や、乱暴運転等
を記録することが可能。事故の際には責任の所在を明らかにするために有効であ
る。
・カメラの数や位置によっては、車内の状況も記録が可能であり、車内犯罪の抑止
にも役立つと言われている。

デジタルタコグラフ
・通称「タコ」と言われる運行記録計の一種。運行に関する速度の変化や時間の経
過を記録する装置。
・従来のアナログ（紙）方式からデジタル（電子）化したことで、記録できるデータの
種類が増えており、より正確になっている。さらに、メモリーカードに記録することか
ら改ざんが難しくなっている。
・データの解析が素早く正確であり、運行状況の把握が適確にできる。適正な運行
管理に役立てることができる。



<資料１３> 

 

 

○『自然の番人宣言』とは 

   自然の番人宣言は、釧路圏域に住む人が自ら「自然の番人」として不法投棄やポ

イ捨てに目を光らせ、釧路湿原国立公園、阿寒国立公園、厚岸道立自然公園をはじ

めとする貴重な自然環境を守り、次世代に引き継いでいこうとするもので、平成１８年

４月に全市町村が共同で制定しました。 

 

 この宣言は道内初のもので、抑止力として法律等の罰則に求めるのではなく、勇気

を持って通報する仕組みの徹底や環境教育の充実など、宣言に基づく行動計画の実

施によって住民運動として定着させることを目的としており、釧路総合振興局としても

この宣言の趣旨を支援するため、『自然の番人宣言』推進委員会(*)との連携を図っ

ていきます。 

 

(*)『自然の番人宣言』推進委員会は、釧路総合振興局管内の８市町村の首長で組織

している団体です。 

   その下には各市町村の担当者からなる事務局があり、平成２３年度は弟子屈町企

画財政課環境室に事務局が置かれております。 



 

 なお、各市町村における取組については、以下のホームページからご覧ください。 

 釧路市／釧路町／厚岸町／浜中町／標茶町／弟子屈町／鶴居村／白糠町 

  

○事業所・団体による賛同について 

  平成２３年２月２８日現在、釧路・根室地域でのべ５０３の事業所・団体が、「自然の

番人宣言」の賛同団体として認定を受け、不法投棄やポイ捨てに目を光らせるととも

に、地域清掃活動などの環境行動に取り組んでいます。（賛同団体のうち、釧路総合

振興局のホームページ掲載のお許しを頂いた事業所・団体については、「釧根地域 

環境宣言広場」に掲載しておりますので御参照ください。今後掲載してかまわないと

いう事業所・団体の方は総合振興局あてお申し出いただきますようお願いいたしま

す。） 

 事務局では、新たに「自然の番人宣言」に賛同し、活動に参加しようとする事業所・

団体を随時受け付けていますので、参加を希望される事業所・団体の方は、所在す

る市町村の担当部門に御連絡下さい。趣旨、日程等の調整ののち、推進委員会から

認定式で賛同団体としての認定書が交付されます。 

 釧路管内の市町村の「自然の番人宣言」担当部門は次のとおりです。なお、支店な

ど市町村をまたがった複数事業所で同時に宣言される場合は総合振興局が調整しま

すので、お気軽に御相談下さい！ 

市町村名  担当部門  所在地  電話番号 

 釧路市 
 市民環境部環境

事業課  
 釧路市古川町２８番地 

 （0154）31-4551

（直通） 

 釧路町  生活環境課 
 釧路町別保１丁目１番

地 

 （0154）62-2111

（代表） 

 厚岸町  環境政策課 
 厚岸町真栄３丁目１番

地 

 （0153）52-3131

（代表） 

 浜中町  町民課 
 浜中町霧多布東四条

１丁目３５番地１ 

 （0153）62-2111

（代表） 

 標茶町  住民課  標茶町川上４丁目２番  （015）485-2111



地 （代表） 

 弟子屈町 
 企画財政課環境

室 

 弟子屈町中央２丁目３

番１号 

 （015）482-2191

（代表） 

 鶴居村  総務課 
 鶴居村鶴居西１丁目１

番地 

 （0154）64-2111

（代表） 

 白糠町 
 保健福祉部町民

サービス課 

 白糠町西１条南１丁目

１番地１ 

 （01547）2-2171

（代表） 

 （釧路総合

振興局） 

 保健環境部環境

生活課 

 釧路市浦見２丁目２－

５８ 

 （0154）43-9152

（直通） 

   

釧根地域「自然の番人宣言」広域連携について 

 

 他の地域に先駆けて自然の番人宣言を行った釧路・根室地域では、両地域の広域

連携により、市町村や住民、事業者、団体のみなさんが協調して「自然の番人宣言」

など地域の取組を啓発しています。 

 平成２３年度は次の取組を行います。 

  釧根地域 環境宣言広場 

 釧路・根室地域で環境行動に取り組む企業・団体のお互いの情報交換と環境行動

の率先を促進するため、地域の企業・団体の様々な取組を紹介しています。  

  自然の番人による環境行動・学習事業 2011～釧根の海岸線の秋を探ろう

～ new!! 

 期間：平成 23 年 10 月 1 日(土)～2 日(日) 

 場所：ネイパル厚岸（北海道立厚岸少年自然の家）ほか 

 秋の見頃を迎えた釧根海岸線の素晴らしい自然の中で、自然観察、ごみ拾い、

地球環境の学習を行いますので、皆様ふるってご参加ください。   

 

「ねむろ自然の番人宣言」調印式について 

 

  豊かな根室総合振興局管内の自然環境を守るため、管内の１市４町が次のとおり、 



「ねむろ自然の番人宣言」の調印式が行われました。 

  「ねむろ自然の番人宣言」推進委員会（委員長 長谷川 根室市長）も併せて 

発足しており、今後、宣言の普及啓発等を積極的に進めていくことになっています。 

  １ 日 時 

  平成 20 年 2 月 1 日（金）14：00～15：00 

２ 場 所 

  中標津町総合文化会館（しるべっと） 

  

廃棄物の不法投棄等の撲滅に関する協定締結式について 

  釧路支庁（現釧路総合振興局）は、管内の廃棄物の不法投棄や野焼き等の不適

正処 

理の撲滅に向けて、事業者・団体と連携・協力することにより、その未然防止と早期

発 

見・早期対応を行い、道民の生活環境保全を図ることを目的として、農業、林業、水

産 

業の３団体と上記の協定を次のとおり締結しました。 

  また、併せて、３団体による『自然の番人宣言』式も行われております。 

１ 日 時 

  平成 19 年 12 月 14 日（金）10：30～11：00 

 

２ 場 所 

  釧路総合振興局庁舎３階会議室 

 

３ 協定締結団体 

 ・釧路地区農協組合長会  

 ・釧路地区森林組合振興会 

 ・釧勝地区漁協組合長会 

 

４ 協定に基づく連携・協力内容 

（１）協定締結団体の役割 

  ・職員及び会員への不法投棄等撲滅に向けた啓発 

  ・不法投棄等を発見した場合の釧路支庁（現釧路総合振興局）への情報提供 



（２）釧路総合振興局の役割 

  ・団体が行う職員及び会員への環境教育等に関する支援協力 

  ・情報提供のあった違法行為に対する措置 

 

 （１）不法投棄等撲滅協定締結式の状況         （２）自然の番人宣言式終了後の関係機関によ

る連携 

                                     強化の決意を示す握手の状況 

  

（リンク） 

○ 地域における不法投棄の防止など環境保全に向けた行動への取組について（環

境局循環型社会推進課） 



<資料１４> 
 
 

デマンド交通とは 
 
 
※ 以下は「全国デマンド交通システム導入機関連絡会議」のホームページから引用してい

ます。 

 
 
 

 

 タクシーの便利さをバス並みの料金で実現するデマンド交通システム。予約に合わせて、

自宅や外出先まで車が迎えに来てくれて、地域内の行きたいところまで運んでくれる大変

便利なサービス。しかも安い。 

 それは、情報センターへの予約の電話から始まります。「乗り合いで、多少遠回りするこ

ともあるけど、その分、おしゃべりしたり、新たな風景の発見があったりして楽しい。」そん

な声も寄せられています。 

  



 

 

 
 



 

 
 

 

 デマンド交通システムは、目的地に直行する通常のタクシーとは異なり、他の人も乗り

合って目的地に送迎するサービスです。 

 利用者は「情報センター」に電話で利用時間帯と目的地を告げ、予約をします。車は乗

り合う人を時間にあわせて順に迎えに行き、全ての人を目的地まで送ります。料金は低

額（例：300 円）で交通費の負担も軽く、気軽にご利用いただけます。 

 










